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１．概要（Summary） 

インスリンなど定期的な投薬方法として，ドラッグデリバ

リーシステム(DDS)がある．我々は，接触などの日常動作

による不規則な外力を利用し，薬液の吐出量はリザーバ

タンクへの充填，この充填と吐出のタイミングは，温度応

答性ゲル（バイオレジスト）を用いたマイクロバルブにより

制御する能動型DDSを考案している．本申請研究では，

流量特性を，駆動のための印加電流と流量の関係を調べ

た． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 露光プロセス装置一式，スパッタリング装置一式，小型

微細形状測定機一式 

【実験方法】 

Fig. 1にマイクロバルブの作製プロセスを示す．バイオ

レジストと加熱用マイクロヒータの作製には，露光プロセス

装置一式（利用装置）によるレジストパターニングと薄膜プ

ロセス及びスパッタリング装置一式（利用装置）を用いた．

PDMS マイクロ流路の作製には，マスクアライナを用いて

作製した厚膜レジストを，型として利用した．形状評価に

は，小型微細形状測定機を用いた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した基板を Fig. 2 に示す．パターニングしたバイ

オレジストの膜厚を計測したところ，設計値通り約 20 µm

であった．また流路(PDMS)の高さを計測したところ，設

計値通り約 50 mであった． 

3.5 kPaで加圧したDI水をマイクロバルブに流入させ，

マイクロヒータの印加電流を 5－10 mA まで 1 mAずつ

増加させた際にバルブを通過する流量をそれぞれ計測

した．流量とバルブを駆動させる印加電流に比例関係が

あることが得られた．このことから能動型DDSにおいてマ

イクロヒータの印加電流により薬液の投与時間を制御でき

る可能性を示した． 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 
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Fig. 2 Optical microscope images of micro 

valves. 

Fig. 1 Fabrication process of microvalve. 
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